
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

〃

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

担

当

課

（

室

）

○

〃

〃

目

次

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

【

規

則

】

○

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

業

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

生

活

衛

生

課

○

〃

〃

【

人

事

委

員

会

】

す

る

規

則

○

製

菓

衛

生

師

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

〃

○

初

任

給

、

昇

格

、

昇

給

等

の

基

準

に

関

す

る

規

人

事

委

員

会

規

則

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

管

理

職

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

〃

る

規

則

【

告

示

】

○

消

費

者

訴

訟

費

用

の

貸

付

手

続

の

一

部

改

正

く

ら

し

安

全

安

心

課

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

岡

山

県

建

設

工

事

等

入

札

参

加

資

格

者

に

係

る

監

理

課

指

名

停

止

等

要

領

の

一

部

改

正

○

選

挙

権

を

有

す

る

者

の

総

数

の

五

十

分

の

一

の

選

挙

管

理

委

員

会

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

数

及

び

三

分

の

一

の

数

【

公

安

委

員

会

】

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

辞

退

○

岡

山

県

警

察

組

織

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

警

務

課

○

特

定

農

業

用

た

め

池

の

指

定

の

解

除

耕

地

課

則

○

特

定

農

業

用

た

め

池

の

指

定

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

新

設

に

関

す

る

届

出

の

縦

経

営

支

援

課

覧 岡

山

県

公

報

令和３年３月９日 第１２２７５号



◎
岡
山
県
規
則
第
五
号

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
。
第
八
条
第
十
一
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う

」
を
削
る
。

。

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
そ
の
他
）

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

第
八
条

第
九
条
を
削
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
十
四
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



◎
岡
山
県
規
則
第
六
号

製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
中
「
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

」
及
び
「
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う

」
を
削
る
。

。

。

第
二
条
第
一
項
中
「
製
菓
衛
生
師
試
験
受
験
願
書
（
様
式
第
一
号

」
を
「
受
験
願
書
」
に
改
め
、

）

同
項
第
一
号
中
「

菓
子
製
造
業
に
従
事
し
た
期
間
を
証
す
る
書
類
は
、
菓
子
製
造
業
務
従
事
証
明
書

（

（
様
式
第
二
号
）
に
よ
る

」
を
削
る
。

。
）

第
三
条
中
「

様
式
第
三
号

」
を
削
る
。

（

）

第
五
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
削
る
。

第
十
条
の
見
出
し
を
「

試
験
期
日
等
の
公
示

」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

（

）

第
十
一
条
を
削
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
そ
の
他
）

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

第
六
条

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
八
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
四
号

消
費
者
訴
訟
費
用
の
貸
付
手
続
（
昭
和
五
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
八
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に

氏
名

氏
名

,

改
め
る
。

様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
中
「

」
を

氏
名

,

「

」
に
改
め
る
。

氏
名

様
式
第
四
号
及
び
様
式
第
五
号
中
「

」
を

氏
名

,

「

」
に
改
め
る
。

氏
名

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
五
号

岡
山
県
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
者
に
係
る
指
名
停
止
等
要
領
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
告
示
第
四

百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

別
表
第
五
号
中
「
、
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
検
察
官
に
送
致
さ
れ
た
」
を
「
逮
捕
さ
れ
、
又
は
逮
捕

を
経
ず
に
公
訴
を
提
起
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
表
第
十
七
号
中
「
キ
」
を
「
オ
」
に
、

「

エ

入
札
を
無
断
欠
席
し
た
場
合

一
月
以
上
三
月
以
下

オ

正
当
な
理
由
な
く
、
落
札
決
定
後
契
約
を
辞
退
し
た

三
月
以
上
六
月
以
下

場
合

カ

そ
の
他
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を
行
っ
た
場
合

一
月
以
上
一
二
月
以
下

」

を「

エ

正
当
な
理
由
な
く
、
落
札
決
定
後
契
約
を
辞
退
し
た

三
月
以
上
六
月
以
下

場
合

オ

そ
の
他
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を
行
っ
た
場
合

一
月
以
上
一
二
月
以
下

」

に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
中
「

」
を
「

」
に

「

」
を
「

」
に
改

平
成

年
年

平
成

年
年

、

め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
岡
山
県
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
者
に
係
る
指
名
停
止
等
要
領
別

表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
指
名
停
止
事
由
の
原
因
と
な
る

行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
の
指
名
停
止
及
び
指
名
留
保
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

医
療
法
人
衣
笠
内
科
医
院

津
山
市
椿
高
下
三
九

令
和
三
年
二
月
十
三
日

医
療
法
人
和
楽
会
野
上
内
科
医
院

倉
敷
市
児
島
味
野
六

一

一
〇

令
和
三
年
二
月
十
五
日

－
－

赤
木
薬
局

倉
敷
市
八
王
寺
町
一
四
九

五

令
和
三
年
二
月
十
九
日

－

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
七
号

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
特
定
農
業
用
た
め
池
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
農
業
用
た
め
池
の
名
称
及
び
所
在
地

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二

解
除
年
月
日

令
和
三
年
二
月
二
十
二
日

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
地
農

「

村
計
画
課
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
地
農
村
計
画
課
及
び
岡
山
県
美
作
県
民
局
農
林

水
産
事
業
部
農
地
農
村
計
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
八
号

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
特
定
農
業
用
た
め
池
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
農
業
用
た
め
池
の
名
称
及
び
所
在
地

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二

指
定
年
月
日

令
和
三
年
二
月
二
十
二
日

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
地
農

「

村
計
画
課
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
地
農
村
計
画
課
及
び
岡
山
県
美
作
県
民
局
農
林

水
産
事
業
部
農
地
農
村
計
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

井
原
市
芳
井
町
梶
江
字
東
谷
一
五
〇
の
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

宍
粟
真
備
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

倉
敷
市
真
備
町
辻
田
字
台
九
六
一
番
一
地
内

新

二
二
・
〇

六
・
一
～八

・
七

倉
敷
市
真
備
町
辻
田
字
台
九
六
一
番
一
地
内

旧

二
二
・
〇

四
・
二
～六

・
六

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

吉
ケ
原
美
作
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

久
米
郡
美
咲
町
休
石
字
ア
イ
山
五
二
一
番
八
地

先
か
ら

新

三
八
三
・
五

久
米
郡
美
咲
町
休
石
字
久
保
田
二
九
番
一
地
先

九
・
〇
～
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を
経
て

二
七
・
五

久
米
郡
美
咲
町
休
石
字
谷
ノ
宮
下
五
〇
番
地
先

ま
で

久
米
郡
美
咲
町
休
石
字
ア
イ
山
五
二
一
番
八
地

三
八
三
・
五

先
か
ら

四
・
〇
～

久
米
郡
美
咲
町
休
石
字
谷
ノ
宮
下
五
〇
番
地
先

一
一
・
七

ま
で

久
米
郡
美
咲
町
休
石
字
ア
イ
山
五
二
一
番
八
地

旧

先
か
ら

三
八
三
・
五

久
米
郡
美
咲
町
休
石
字
久
保
田
二
九
番
一
地
先

九
・
〇
～

を
経
て

二
七
・
五

久
米
郡
美
咲
町
休
石
字
谷
ノ
宮
下
五
〇
番
地
先

ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

安
井
津
山
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

久
米
郡
美
咲
町
宮
山
字
乢
八
七
番
一
地
内

新

七
八
・
〇

八
・
〇
～

二
一
・
〇

久
米
郡
美
咲
町
宮
山
字
乢
八
七
番
一
地
内

旧

七
八
・
〇

一
二
・
〇
～

二
一
・
〇
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

宍
粟
真
備
線

倉
敷
市
真
備
町
辻
田
字
台
九
六
一
番
一
地
内

令
和
三
年
三

月
九
日

吉
ケ
原
美
作

久
米
郡
美
咲
町
休
石
字
ア
イ
山
五
二
一
番
八
地
先
か

線

ら久
米
郡
美
咲
町
休
石
字
久
保
田
二
九
番
一
地
先
を
経

て久
米
郡
美
咲
町
休
石
字
谷
ノ
宮
下
五
〇
番
地
先
ま
で

安
井
津
山
線

久
米
郡
美
咲
町
宮
山
字
赤
塚
一
一
一
番
五
地
先
か
ら

久
米
郡
美
咲
町
宮
山
字
乢
八
七
番
一
地
先
ま
で
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〔

〕

（

）

、

九
七

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号

第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
関
す
る
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

西
松
屋
新
総
社
店

所
在
地

総
社
市
中
央
五
丁
目
四

一
〇
八
ほ
か

－

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
西
松
屋
チ
ェ
ー
ン

住
所

兵
庫
県
姫
路
市
飾
東
町
庄
二
六
六
番
地
の
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

大
村

浩
一

３

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
西
松
屋
チ
ェ
ー
ン

住
所

兵
庫
県
姫
路
市
飾
東
町
庄
二
六
六
番
地
の
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

大
村

浩
一

４

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

令
和
三
年
十
月
二
十
三
日

５

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

千
百
六
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル

６

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

駐
車
場
の
収
容
台
数

四
十
三
台

(1)

駐
輪
場
の
収
容
台
数

五
台

(2)

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

(3)

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量

三
・
三
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

(4)
７

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻

(1)
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午
前
九
時

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
閉
店
時
刻

(2)

午
後
九
時

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(3)

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数

三
箇
所

(4)

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(5)

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

二

届
出
年
月
日

令
和
三
年
二
月
二
十
二
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
三
年
三
月
九
日
か
ら
同
年
七
月
九
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
総
社
市
産
業
部
企
業
誘
致
商
工
振
興
課
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〔
九
八
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

笠
岡
シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル

所
在
地

笠
岡
市
笠
岡
二
三
八
八
番
地
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

笠
岡
マ
ル
セ
ン
開
発
株
式
会
社

住
所

笠
岡
市
笠
岡
二
三
八
八
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

森
年

美
和

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

(1)

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

（
変
更
前
）
平
面
南
側

二
百
三
十
三
台

平
面
北
側

三
十
台

店
舗
屋
上

三
百
二
十
六
台

立
体
駐
車
場
二
階

百
九
台

立
体
駐
車
場
三
階

百
七
台

立
体
駐
車
場
四
階

百
七
台

立
体
駐
車
場
屋
上

百
七
台

駐
車
場
収
容
台
数
の
合
計

千
十
九
台

（
変
更
後
）
平
面
南
側

二
百
三
十
一
台

平
面
北
側

廃
止

店
舗
屋
上

三
百
六
台
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立
体
駐
車
場
二
階

百
台

立
体
駐
車
場
三
階

百
台

立
体
駐
車
場
四
階

百
台

立
体
駐
車
場
屋
上

百
七
台

駐
車
場
収
容
台
数
の
合
計

九
百
四
十
四
台

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

(2)

駐
車
場
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置

（
変
更
前
）
店
舗
西
側

一
箇
所

店
舗
南
側

一
箇
所

店
舗
北
側

一
箇
所

駐
車
場
自
動
車
の
出
入
口
の
数
の
合
計

三
箇
所

（
変
更
後
）
店
舗
西
側

一
箇
所

店
舗
南
側

一
箇
所

店
舗
北
側

廃
止

駐
車
場
自
動
車
の
出
入
口
の
数
の
合
計

二
箇
所

４

変
更
年
月
日

令
和
三
年
十
月
二
十
六
日

二

届
出
年
月
日

令
和
三
年
二
月
二
十
五
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
三
年
三
月
九
日
か
ら
同
年
七
月
九
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
笠
岡
市
産
業
部
商
工
観
光
課
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〔
九
九
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
中
国
地
方
整
備
局
福
山
河
川
国
道
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共

測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

終

了

年

月

日

笠
岡
市
茂
平

公
共
測
量
（
数
値
図
化
）

令
和
三
年
二
月
二
十
五
日
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〔
一
〇
〇
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
中
国
地
方
整
備
局
岡
山
河
川
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測

量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

終

了

年

月

日

旭
川
ダ
ム
周
辺
地
区

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
水
準

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

測
量
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
、
空
中

写
真
測
量
、
写
真
地
図
作
成
、
数

値
地
形
図
作
成
）
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〔
一
〇
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
西
鷺
瀬
四
三
〇

四
、
四
三
〇

五

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
西
郡
九
三
六

一
セ
レ
ー
ノ
Ａ
二
〇
二
号

－

真
治

祐
介

真
治

彩
子

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
六
三
号
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〔
一
〇
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
西
鷺
瀬
四
三
一

六
、
四
三
一

七

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
福
島
七
二
七
パ
ー
ク
サ
イ
ド
レ
ジ
デ
ン
ス
二
〇
一

三
村

敬
祐

三
村

佳
代

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
六
二
号
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岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

◎

、

、

。

初
任
給

昇
格

昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

別
表
第
一
ロ
の
表
警
察
の
項
中

総
務
統
括
官

を
」

「

に
改
め
る
。

総
務
統
括
官

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
長

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
三
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

「

参
事
官
（
行
政
職
給
料
表
の

別
表
第
一
警
察
の
項
中

八
級
及
び
公
安
職
給
料
表
の

を

九
級
の
職
に
限
る
。
）

」

「

参
事
官
（
行
政
職
給
料
表
の

に
改
め
る
。

八
級
及
び
公
安
職
給
料
表
の

九
級
の
職
に
限
る
。
）

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
長

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
三
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

大

林

裕

一

一

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数

三
一
、
五
〇
五

二

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八

十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十

万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数

（
地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規

）

定
す
る
場
合
を
除
く

）

二
九
六
、
九
〇
二

。

三

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ

の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が

八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四

十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た

数
）選

挙

区

数

選

挙

区

数

岡
山
市
北
区
・
加
賀
郡

八
四
、
一
九
八

高

梁

市

八
、
三
八
六

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



岡

山

市

中

区

四
〇
、
三
〇
〇

新

見

市

八
、
二
三
七

岡

山

市

東

区

二
六
、
三
七
一

備

前

市

・

和

気

郡

一
三
、
六
七
三

岡

山

市

南

区

四
六
、
四
六
九

瀬

戸

内

市

一
〇
、
四
六
五

倉

敷

市

・

都

窪

郡

一
三
四
、
三
七
九

赤

磐

市

一
二
、
一
四
六

津
山
市
・
苫
田
郡
・

三
六
、
〇
二
五

真

庭

市

・

真

庭

郡

一
二
、
八
六
二

勝

田

郡

玉

野

市

一
六
、
七
六
一

美

作

市

・

英

田

郡

八
、
一
二
二

笠

岡

市

一
三
、
五
八
六

浅

口

市

・

浅

口

郡

一
二
、
七
五
二

井

原

市

・

小

田

郡

一
五
、
二
〇
一

久

米

郡

五
、
三
二
七

総

社

市

一
八
、
七
七
二

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号

岡
山
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

岡
山
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
警
察
組
織
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
統
括
参
事
官
」
の
下
に
「
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
長
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条

第
五
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

交
通
部
に
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
長
を
置
く
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
三
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和３年３月９日　岡山県公報　第１２２７５号


